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１．はじめに
　ここ数年、日本は世界遺産登録がブームとなっており、最近では潜伏キリシタンが世界
遺産に登録されることが決まったばかりである。
　日本のみならず世界中の関心を集めている世界遺産とは、1972 年に UNESCO（United 
Nations Educational, Scientific and Cultural Organization：国際連合教育科学文化機関）
総会で採択された世界遺産条約（「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」）に
基づいて登録された世界の自然遺産や文化遺産のことを指す。
　本稿では UNESCO の理念とそれに基づく世界遺産登録のしくみをふまえて、世界遺産
を通じて平和を学ぶべく、世界遺産教育を平和学の授業に取り入れた教育の実践を提案す
ることを試みる。
　はじめに世界遺産について概観し、次に世界遺産教育の実態を明らかにする。そして世
界遺産教育を平和学に取り入れる試みとして、クロアチアの世界遺産を通して平和につい
て学ぶ授業を展開する手法を提案する。また、クロアチアの世界遺産が世界危機遺産に指
定変更された時期が存在していたことをふまえて、オーストリアの世界危機遺産指定への
変更問題についても検討を加える。
* 人間科学部　非常勤講師
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２．世界遺産と UNESCO
　世界遺産には文化遺産（歴史上、芸術上又は学術上顕著な普遍的価値を有する記念物・
建造物群・遺跡・モニュメントなど）、自然遺産（学術上、保全上、又は自然美において顕
著な普遍的価値を有する地質学的、地形学的形成物及び絶滅のおそれのある動植物種の生
息地を構成する区域が明確な地域）、複合遺産（文化遺産・自然遺産の両方の定義を満たす
もの）の 3 種類がある。本稿で扱う平和学に直接関連するのは文化遺産であるが、2018 年
現在の文化遺産登録数は 845 件である。
　世界遺産が誕生することになった直接の契機は、エジプト政府によるアスワン・ハイ・
ダムの建設であった。ダム建設はナイル川の氾濫防止と灌漑用水の確保を目的とするもの
であったが、ダムが出来るとアブハンメル神殿（ヌビア遺跡）が水没する恐れがあるとして、
UNESCO がヌビア遺跡を保存するべくキャンペーンを始めた。この結果、60 ヶ国の援助
による技術支援や考古学調査の支援が展開され、神殿を移築することが決まった。これを
契機に歴史的価値がある遺跡や建築物といったものを世界で保存しようという機運が生ま
れ、1975 年に世界遺産条約（世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約）が発効した。
したがって世界遺産の登録に際しては UNESCO の理念が直接反映されることになる。
　UNESCO は諸国民の教育、科学、文化の協力と交流を通じて、国際平和と人類の福祉の
促進を目的とした国際連合の専門機関として 1946 年に創設された。設立の経緯と目的を
謳っている UNESCO 憲章前文の冒頭では、「戦争は人の心の中で生まれるものであるから、
人の心の中に平和のとりでを築かなければならない」ことが示され、世界の人々の相互理
解が不十分であったことが戦争の原因になっていることを指摘している。また、「政府の政
治的・経済的取り決めのみに基づく平和は、全世界に永続する誠実な支持を確保できる平
和ではなく、平和が失われないためには、人類の知的及び精神的連帯の上に築かれなけれ
ばならない」ということにも触れて、戦争・紛争の火種を摘み取るには文化の広い普及と
正義・自由・平和のための人類の教育が重要であるとしている。UNESCO が誕生したのは、
平和をめぐる以上のような認識を背景に、世界の諸人民の教育、科学及び文化上の関係を
通じて、国際連合の設立の目的であり、かつ、国連憲章が宣言している国際平和と人類の
共通の福祉という目的を促進するためであった 1 。
３．世界遺産の登録手続きと登録基準
　世界遺産に登録されるためには、登録基準を満たすことと、登録の手続きを取ることが
必要である。
　世界遺産に登録されるには以下の 10 項目のうちの一つ以上を満たしている必要がある。
　（i）人間の創造的才能を表す傑作である。  
　（ii）建築、科学技術、記念碑、都市計画、景観設計の発展に重要な影響を与えた、ある
　　　期間にわたる価値観の交流又はある文化圏内での価値観の交流を示すものである。 
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　（iii） 現存するか消滅しているかにかかわらず、ある文化的伝統又は文明の存在を伝承
　　　する物証として無二の存在（少なくとも希有な存在）である。 
　（iv） 歴史上の重要な段階を物語る建築物、その集合体、科学技術の集合体、あるいは
　　　景観を代表する顕著な見本である。 
　（v）あるひとつの文化（または複数の文化）を特徴づけるような伝統的居住形態若しくは
　　　陸上・海上の土地利用形態を代表する顕著な見本である。又は、人類と環境との
　　　ふれあいを代表する顕著な見本である（特に不可逆的な変化によりその存続が危ぶ
　　　まれている）。
　（vi） 顕著な普遍的価値を有する出来事（行事）、生きた伝統、思想、信仰、芸術的作品、
　　　あるいは文学的作品と直接または実質的関連がある（この基準は他の基準とあわせて
　　　用いられることが望ましい）。 
　（vii） 最上級の自然現象、又は、類まれな自然美・美的価値を有する地域を包含する。 
　（viii） 生命進化の記録や、地形形成における重要な進行中の地質学的過程、あるいは
　　　重要な地形学的又は自然地理学的特徴といった、地球の歴史の主要な段階を代表
　　　する顕著な見本である。 
　（ix） 陸上・淡水域・沿岸・海洋の生態系や動植物群集の進化、発展において、重要な
　　　進行中の生態学的過程又は生物学的過程を代表する顕著な見本である。 
　（x） 学術上又は保全上顕著な普遍的価値を有する絶滅のおそれのある種の生息地など、
　　　生物多様性の生息域内保全にとって最も重要な自然の生息地を包含する。
　これらの世界遺産指定要件をふまえて、世界遺産の指定を受けようとする各国政府は世
界遺産条約を締結し、自国内で暫定リストを作成し提出する。そして暫定リストに記載し
てある中で条件がそろっている案件を UNESCO 世界遺産センターに推薦する。
　UNESCO 世界遺産センターは各国政府からの推薦書を受理し、当該案件のうちの自然遺
産を IUCN（International Union for Conservation of Nature：国際自然保護連合）に、そ
して文化遺産を ICOMOS（International Council on monuments and Sites：国際記念物遺
跡会議）に依頼して現地調査を進める。
　IUCN と ICOMOS はそれぞれ調査をし、UNESCO 世界遺産センターに調査結果を報告
する。その報告を受けて世界遺産委員会が候補地を審査し、世界遺産リストへの登録を決
定する。
　このように様々な手続きを経て登録された世界遺産は、観光客を誘致する役割のみなら
ず、前述のように UNESCO が掲げる平和を促進する役割も期待されている。以下では平
和を学ぶという観点から世界遺産教育の現在の動向を明らかにする。
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４．世界遺産教育の現状
　世界遺産を教材として学びの場に導入する試みとして世界遺産教育（World Heritage 
Education）がある。UNESCO は 1994 年から世界遺産教育に実験事業として着手し、事業
が本格化する中、1998 年には UNESCO 世界遺産センターと UNESCO 協同学校プロジェ
クトネットワーク（ASPnet：Associated School Project Network2）が「教員用世界遺産
教育キット（World Heritage Educational Resource Kit for Teachers）」の初版を刊行する
に至った 3。
　世界遺産センターが事務局である世界遺産委員会は、世界遺産教育の目的として①若者
が地域レベルのみならず世界レベルでも遺産の保護に関わるようになることを促し、②若
者たちの間で世界遺産条約の重要性を認識し、③ UNESCO 加盟国の大半で世界遺産教育
を導入するために新規の効果的教育アプローチ・方法・教科書を開発し、④国家レベルで
も国際レベルでも世界遺産教育の促進のために関係者の間で共同アクションを起こすこ
と、を掲げている 4。
　これらの目的を実現するべく、世界遺産教育キットは、このキットの活用方法からはじ
まり、世界遺産教育方法、世界遺産条約、世界遺産とアイデンティティ、世界遺産と観光、
世界遺産と環境、世界遺産と平和文化、という 6 項目から構成されている。
　キットの冒頭ではディスカッション・リサーチ・エクササイズ・ビジュアルセッション・
世界遺産現地視察・ロールプレイ、といった 6 種類のアクティビティを活用しながら、学
生が主体的に学習するような授業づくりを提案している。
　そして「世界遺産と平和文化」を扱っている章では、若者に平和と世界遺産の定義を促し、
各々の居住地域に存在する平和に関連する世界遺産を列挙することからブレインストーミ
ングを行い、ヒロシマ・ドゥブロブニクの二つの世界遺産を戦争・紛争で傷ついた遺産修
復の観点から平和について学ぶ材料として提示している 5。
　この教育キットは 2000 年には日本語版も刊行されていたが 6、刊行部数が少なかったう
え、教師マニュアルとしては情報が少なかったこともあったのか、日本国内の学校現場に
は広まらなかったようである 7。このように日本では UNESCO の教育キット自体は普及し
なかったものの、その後日本の教育現場では世界遺産教育に目が向けられはじめた。
　日本における世界遺産教育についての先行研究では世界遺産教育を「世界遺産について
の教育（Education on the World Heritage）」と「世界遺産を通しての教育（Education 
through the World Heritage）」という二つのカテゴリーに分類している 8。
　前者は世界遺産自体の知識・理解を深めることが目標となっている。それに対して後者
は、世界遺産をケーススタディとして平和や人権、環境問題への意識づけや国際理解教
育、平和教育などを促すことを目的としており、世界遺産教育は持続可能な開発のための
教育（ESD：Education for Sustainable Development）にも共通する部分が多いという指
摘もある 9。国連は 2015 年以降に実現するべき持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable 
Development Goals）を 18 項目明示しており、UNESCO はこの目標を視野に入れた教育
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を展開しようとしている 10。本稿で目指すのはこの「世界遺産を通しての教育」の平和学
習への応用であるが、SDGs をはじめとする持続可能な開発政策も平和学が扱う幅広い領
域の一つとなっている。したがって UNESCO の示す世界遺産教育は平和学に通じる要素
が数多く含まれていることがわかる。
　日本の平和研究・平和教育は、広島平和記念碑（原爆ドーム）が世界遺産に指定される
前から広島県を中心に展開されて現在に至っていることもあり、日本におけるヒロシマに
ついての研究は広島市立大学の広島平和研究所や広島大学平和科学研究センター、広島平
和教育研究所などで数多くの蓄積がある。また、被爆の問題を中心とする情報提供や学習
の機会の提供は各教育機関のほか、公益財団法人ヒロシマ平和創造基金や中国新聞のヒロ
シマ平和メディアセンターなども行っており、奈良教育大学ではヒロシマを通じての世界
遺産教育がすでに実践されている 11。
　以下では世界遺産教育キットで平和を学ぶ材料として取り上げられていたもう一つの世
界遺産、ドゥブロブニクに焦点を当てて平和について学ぶツールの提案を試みる。
５．世界遺産「ドゥブロブニク旧市街」を題材とした平和学習の試み
　教員用世界遺産教育キットでヒロシマとドゥブロブニクという二つの世界遺産が平和を
学ぶ材料として取り上げられたのは、それぞれ以下のような背景がある 12。
【ヒロシマ】
　ヒロシマ平和記念碑（原爆ドーム）は広島市の中心部にある。1915 年に広島県物産陳列
館としてチェコの建築家によって建設されたレンガと石で造られた地上 3 階（一部５階）
地下１階建ての曲面を多用している建築物である。1945 年 8 月の原爆投下で天井から炎
があがり全焼、建物内の人びとも全員死亡した。爆風の風向きの影響で壁の一部は倒壊を
免れ、ドーム部分の鉄枠とともに現在の形で残ったことから原爆ドームと呼ばれるように
なった 。
　人類史上初の原爆の使用とその被爆の悲惨さを伝える歴史遺産として、また、核兵器廃
絶と平和希求のシンボルとして 1996 年に世界遺産に登録された（登録基準 vi）。
　世界遺産の範囲は原爆ドームの所在地であり、その緩衝地帯には丹下健三の設計により
1954 年に開園した平和記念公園があり、慰霊碑やモニュメント、広島平和記念資料館があ
る 13。現在原爆ドームは風化や劣化などの危険のみならず、地震等の自然災害や景観問題
など、様々な危険にさらされている。
【ドゥブロブニク】
　ドゥブロブニク旧市街はクロアチア南部のアドリア海沿岸に位置する。13 世紀に全長
1940 メートルもの要塞が旧市街をぐるりと囲むように築かれ、その要塞の中にはフラン
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チェスコ修道院、スポンザ宮殿、聖プラホ教会といった歴史的建造物が多数建設され、21
世紀の今も現存している。
　ヨーロッパの人びとの避寒地として根強い人気のある観光地であり、昨今では世界中の
人びとが訪れるようになってきている。1979 年にドゥブロブニク旧市街とその沖合のロク
ルム島が世界遺産に登録された（登録基準 i・iii・iv）。
　内戦の激化に伴って、1991 年には世界危機遺産に指定が変更されたが、内戦終結後に市
内の建造物等の修復が進んだことから、1994 年に再び世界遺産に登録された。
　二つの世界遺産についての基本情報をおさえた上で、本章では世界遺産教育を平和学へ
応用することを試みたい。
　世界遺産教育を教育の現場で実践している祐岡武志・田淵五十生両氏が指摘しているよ
うに 14、世界遺産教育には写真や映像資料といった視覚から訴えかける材料が不可欠であ
る。特にクロアチアのように日本人学生が現地を見て回ることが難しい場所について、教
室内で活字媒体のみで学習していても、効果は期待できない。
　そこで学生に向けて現地の写真や映像を提示して視覚からドゥブロブニクを紹介するこ
とを手始めに、クロアチアの政治・外交関係について説明を加えながらドゥブロブニク旧
市街の過去と現在についてわかりやすく解説することを試みた。
　クロアチアの南部に位置するドゥブロブニクはこのようにアドリア海の真珠と表現され
るほど美しい町である。
【ドゥブロブニク旧市街（スルジュ山から）】
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　日本人にはあまりなじみのないクロアチアであるが、近年はワールドカップサッカーで
国名を刻んでいる。また、映画「魔女の宅急便」や「紅の豚」というかつて大ヒットした
宮崎アニメを通じて今の日本の若い世代は幼少期にこのドゥブロブニクの絶景を目にして
いるケースも多い 15。そこで学生たちに「子供のころ、この写真に似た風景をアニメーショ
ンで見たことはありませんか？」と問いかけながら授業をすすめたところ、受講生の関心
を引き寄せ続けることができた。同時にドゥブロブニクの地図をスマートフォンの地図ア
プリや Google Earth などで学生自身に探させることで、現地の様子をイメージしやすく
なったようである。
　学生たちが各自チェックしたドゥブロブニクの位置を確認しながら、写真も活用しなが
ら世界遺産登録までの町の歴史と現状について以下のような順序で説明した。
                            【スルジュ山頂】　　　　　　　　　【ドゥブロブニク旧市街の城壁】
　7 世紀に古代ローマの都市エピダウルムからの難民によって島が築かれ、彼らによって
ラウスと名付けられた。ドゥブロブニクの旧市名ラグーサはこれに由来するといわれる。
　後に市内にあるスルジュ山のふもとで居住地を開いたスラブ人がドゥブロブニクと名付
けた。海上交易で発展し、13 世紀のころから地中海の大きな勢力となっていった。
　ゴシック様式、ルネッサンス様式と多彩な様式で建設された修道院は 14 世紀から現存す
る。バロック様式の大聖堂や教会は火災や震災のために 17 世紀末から 18 世紀初頭に再建
されて現在に至る。このようにして出来上がったドゥブロブニクは要塞で囲まれた中世後
期の都市の姿を現在まで保っている。
　1979 年に世界遺産に登録されたが、1991 年になると世界危機遺産に指定された。世界危
機遺産へと指定が変更されたのは、旧ユーゴスラヴィアからの独立をめぐって内戦が勃発
したことに端を発する。
　1991 年 12 月 6 日朝から、突然旧ユーゴスラヴィア連邦軍による砲弾が 2000 発も撃ち込
まれた。旧市街の建造物や城壁は破壊され、市内の高級ホテルも炎に包まれ、犠牲者が多
数出た。
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【ドゥブロブニク旧市街城壁から市街地とアドリア海を望む】
　激しい民族紛争で傷ついたクロアチアは、市街地を丁寧に修復することから戦後復興の
道を歩み始めた。まずは中世で使われていた建築道具を再現することから着手し、傷つい
た部分は新たな資材で従来の色や形を忠実に再現しながら修復し、傷ついていない部分は
そのまま残す形で再建した。写真のようにテラコッタの屋根瓦に濃淡が見られるのは、昔
からの瓦と修復後の新しい瓦とが混ざり合っている証である。このようなドゥブロブニク
市民や専門家、ボランティアによる地道な戦後復興作業を経て、1994 年には危機遺産の指
定を返上して再び世界遺産指定を取り付けるに至った。
　このようなクロアチアの世界遺産・世界危機遺産指定の歴史から浮かび上がってくるの
は、ドゥブロブニク市内のあちこちに砲弾の痕跡を残すことになった民族対立の問題であ
る。クロアチアとセルビアの対立は、21 世紀の今も各地で火種がくすぶっている。スルジュ
山の頂上にはクロアチア独立戦争博物館があり、民族対立の悲惨な歴史を映像も含めて詳
細に展示している。旧市街の絶景とは対照的な場所であるからか、この博物館に足を運ん
でいる観光客はほとんど見られなかった。
　内戦終結後、クロアチアは独立を果たし、2013 年には民主主義国家として EU への加盟
を果たした。民族紛争の際の大量殺戮の罪で国際刑事裁判所に訴追されているクロアチア
側の指導者アンテ・ゴトヴィナ（Ante Gotovina）将軍が内戦の終結後約 10 年も逃亡し続
けていたことから、これだけの長期間逃亡し続けられるのは、クロアチア国民がゴトヴィ
ナ将軍を英雄視し、かくまっているからではないか？という国際社会の疑念も深まってい
た。このような現状をうけて、EU はゴトヴィナ将軍が捕まらない限り加盟交渉に応じな
いという姿勢を見せるなど、一時期は加盟交渉が決裂するのではないかと危惧された 16。
　ここで平和学習において重要なファクターである EU（ヨーロッパ統合）の理念につい
てもあわせて学習する機会を作った。第二次世界大戦後のヨーロッパでは、二度と戦争を
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繰り返さないという不戦の誓いから統合の機運が高まり、ECSC（ヨーロッパ石炭鉄鋼共
同体）を創設して、戦争に不可欠となる石炭や鉄鋼をフランス・西ドイツ・ベネルクス三国・
イタリアの 6 ヶ国で共同管理することで 6 ヶ国での不戦プロジェクトが始まった。その後
ヨーロッパ統合は加盟国を徐々に増加させ、また、ヨーロッパ共通政策の更なる拡大も図
りながら成長を続け、現在の EU へと発展してきた。
　2012 年には EU がノーベル平和賞を受賞することになったが、ヨーロッパでは中東・ア
フリカ地域から難民が大挙して押し寄せてきているという問題が依然として解決できない
中、ヨーロッパの平和に基づく結束が崩れることがないようにとのノーベル財団の期待が
込められていた感もある受賞となっていた。このように平和を希求する EU をもってして
も話し合いで解決することが出来ない難民問題の根深さを説明したうえで、難民問題につ
いて受講生たちにグループディスカッションをしてもらい、この問題の解決策をグループ
ごとに提案することを促した。他者の考え・意見をふまえて自らの考えを示すという作業
は平和構築に不可欠の作業であることから、一連のグループワークを通じて各学生が体得
できていれば授業の目標をほぼ達成できたことになる。
６．危機遺産も視野に入れた世界遺産教育の試み
　昨今、世界遺産とともにたびたび耳にするのが「世界危機遺産」である。前述のようにドゥ
ブロブニクは内戦時に危機遺産に指定が変更された過去がある。また、ヒロシマの原爆ドー
ムはこのまま対策をとらないと徐々に崩壊する可能性が高い。つまり、ヒロシマは将来危
機遺産に指定される可能性もあることが指摘されているのである。したがって危機遺産は
世界遺産と常に背中合わせの関係にあることから、平和教育では世界遺産と危機遺産は同
等に扱っていくべきテーマとなりつつある。
　危機遺産とは、武力紛争・自然災害（台風・地震・津波・洪水など）・大規模工事・都市
開発・観光開発・商業的密猟などにより、世界遺産が持つ顕著な普遍的価値を損なうよう
な重大な危機にさらされている世界遺産のことを指す 17。
　文化遺産の場合の危機遺産への登録基準は、確認できる危険と潜在的な危険という二つ
の枠組みからなる。確認できる危険とは、具体的には (i) 材料の重大な損壊、(ii) 構造また
は装飾の重大な損壊、(iii) 建築上・都市計画上の一貫性の重大な損壊、(iv) 都市・田園空間
や自然環境の重大な損壊、(v) 歴史的真正性の重大な消失、(vi) 文化的意義の重大な消失で
ある。また、潜在的な危険とは、(i) 保護の度合いを弱くする遺産の法的位置づけの変更、(ii) 
遺産の保護政策の欠如、(iii) 地域開発計画による影響、(iv) 都市開発による影響 、(v) 武力
紛争の勃発または勃発の恐れ、(vi) 地質や気候など環境要因による漸進的な変化といった
ものが想定されている。これらの基準に合致する場合には「危機にさらされている世界遺産
リスト（危機遺産リスト）」に登録される。危機遺産リストに登録された場合は、国際的な
協力を仰ぎ、World Heritage Fund（世界遺産基金）への財政的支援を申請することができる。
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　世界遺産条約の目的が顕著な普遍的価値を有する遺産を世界遺産として保存することに
あるとすれば、危機遺産を保護することも世界遺産条約の目的となる。したがって世界遺
産と同様に危機遺産も平和学習を進めるツールとして一定の役割を果たすことが見込まれ
る。以下では危機遺産にも焦点を当てて、2017 年に危機遺産に指定が変更されたウィーン
歴史地区を題材に世界遺産・危機遺産の平和学習への導入を試みる。
７．世界【危機】遺産「ウィーン歴史地区」を題材とした平和学習の試み
                 【ウィーン中心部】　　　　                    【シュテファン大聖堂】
　ドナウ河畔のウィーンはオーストリアの首都であり、2000 年の歴史を持つ。このウィーン
の中心部直径１km ぐらいの旧市街が歴史地区の中心部で、シュテファン大聖堂やウィーン
フィルハーモニー交響楽団の演奏会で有名な楽友教会といった名所旧跡が集結した地域であ
る。日本では正月に毎年楽友教会でのニューイヤーコンサートが生中継されていることから、
若者世代も意識せずともウィーンフィルハーモニー交響楽団の演奏を一度は耳にしているで
あろうし、若者のウィーンの認知度はクロアチアに比べれば比較的高いと考えられる。
　ハプスブルグ家がこの地に落ち着いた 13 世紀ごろからウィーンは城塞都市として栄え
た 18。ハプスブルグ家やヨーロッパの歴史的町並みは特に女子学生に受け入れられやすく、
彼らの関心を引き付ける場所である。ドゥブロブニクの場合と同様、スマートフォンなど
でウィーンの位置を表示させながら、以下の流れでウィーンの歴史背景についての説明を
加えていく計画である。
　　　　　【ウィーン国立オペラ座】　　　　　　　　　　　【国会議事堂】
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　19 世紀になると皇帝フランツ・ヨーゼフ 1 世がウィーンの都市大改造に着手し、城壁を
取り除いた。城壁の跡地には幅 50 メートルを超える環状道路（リングシュトラッセ）を通し、
リングシュトラッセ沿いの建物の多くはこの時期に建設された。1869 年に完成したネオル
ネッサンス様式のオペラ座からはじまり、ギリシャ神殿を模した国会議事堂と中世のネオ
ゴシック様式のウィーン市庁舎が 1883 年に出来上がった。1888 年には市庁舎の向かい側に
ブルク劇場が拡張され、美術史美術館、王宮など数多くの世界遺産が密集して現在に至る。
　　　【ウィーン市庁舎】
　19 世紀にウィーンの大改造が実施された背景には、多民族国家オーストリア＝ハンガ
リー帝国ならではの苦悩があった。当時のオーストリア＝ハンガリー帝国は衰退の一途で
あり、勢力範囲が縮小し続けている中で、人口の過半数に満たないオーストリア・ハンガ
リーの支配層が数多く乱立するその他少数民族すべての意向を鑑みながら帝国を維持し続
けなくてはならないという厳しい状況に置かれていたのである。この打開策として皇帝が
進めたのがウィーン市大改造であった。オペラ座は市民が楽しめる場の提供であり、ギリ
シャ様式の国会議事堂は多数の少数民族を尊重するという皇帝の強い意思表示であった。
また、10 年かけて建設された市庁舎は中世に理想を求める芸術運動の影響を受けたネオゴ
シック様式で塔が天高く聳え立っている。
　このようにヨーロッパの多彩な文化を取り入れて発展してきたウィーンは 2001 年には
ウィーン歴史地区として世界遺産に登録された（登録基準 ii・iv・vi）。
　これ以降、オーストリアのユネスコ委員会はオーストリア教育芸術文化省の支援の下、
世界遺産をオーストリアの若者たちへの平和教育の資源と位置付けてきた 19。
　世界中の人々がひっきりなしに訪れる観光地となっているウィーンだが、2017 年には
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世界危機遺産へと指定が変更された。都市大改造でハプスブルク帝国崩壊の危機を乗り切
ろうとしたウィーンが、今度は高層ビル建設を含む都市開発計画を理由に世界危機遺産の
レッテルを張られたのである。
　ウィーン歴史地区の緩衝地域において高層ビル計画が持ち上がったのは 10 年以上も前の
2003 年のことであった。実際に建設された場合にはウィーン歴史地区内のベルベデーレ宮
殿の景観に悪影響を及ぼす可能性があるとして、この問題が UNESCO 世界遺産委員会で
取り上げられた 20。これを受けて 2005 年 5 月にウィーンで開催された世界遺産と現代建築
をめぐる国際会議の結果、歴史的都市景観の定義と保護の在り方と都市開発に関する原則
と基準などを「ウィーン・メモランダム」として取りまとめた 21。このメモランダムでは
経済成長のための開発も必要だが、同時に街の景観を尊重することが最優先課題とされた。
　ウィーン歴史地区で再び高層ビル建設計画が浮上したことを受けて、UNESCO 遺産委員
会は 2017 年 7 月にウィーンを世界危機遺産に指定した 22。UNESCO があえて危機遺産に
指定を変えたのは、ウィーン市に高層ビル計画の見直しを迫るためと言われている。ウィー
ン市は建設計画を続行する意思が固く、オーストリア政府がウィーン市に計画変更を促そ
うとしているが 23、今のところ変更の兆しはない。2019 年 6 月に世界遺産登録抹消になる
かどうかが決定される見込みである 24。
　ドゥブロブニクの危機遺産指定は戦争被害への懸念からであり、ウィーンの危機遺産指
定は昔ながらの都市を現代に適応した形にしようという計画への懸念であった。ドゥブロ
ブニクでは戦後復興の道を歩むことで危機遺産指定は解除されたが、ウィーンの場合は依
然として結論は出ておらず、持続可能な開発と文化遺産の保護を両立することの難しさを
浮き彫りにしている。
　以上のように世界遺産教育では危機遺産も事例として扱うことで、危機遺産指定と指定
解除の可否を含めた平和的な解決策を考案するという学習につなげることが出来る。今後
は危機遺産も世界遺産教育のツールとして平和学習に応用できよう。
８．おわりに：2018 ヨーロッパ文化遺産年をむかえて
　本稿では世界遺産教育を平和学習の場に取り入れるべく、世界遺産を通して平和につい
て学び、考える方法を検討し、これらの学びと考察をどのような形で教育の現場で具体化
できるかを考案した。
　UNESCO 世界遺産センターは「教員用世界遺産教育キット」を刊行し、世界遺産を通し
て平和について考えるための具体的事例としてヒロシマ・ドゥブロブニクという二つの世
界遺産を例示し、世界遺産教育を平和学習の観点から実施することを提案していた。しか
しながら教員が実際に授業で活用するには内容が十分ではなかったことをふまえて、本稿
ではドゥブロブニク旧市街の世界遺産を通じた平和学習を自ら実践するべく、その方法を
具体的に提示することを試みた。この提案もまだまだ改善するべき点は多いことから、教
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育に携わる方々や授業を受ける側の意見を頂戴しながら、ブラッシュアップをし、改訂版
を提示できるよう、引き続き努力したい。
　本稿で世界遺産の具体例として取り上げたのはいずれもヨーロッパの世界遺産であった
が、本論でも指摘したように、ヨーロッパを一つにまとめようという長年の取り組みであ
る EU は不戦共同体として誕生し、協調と妥協を繰り返しながら現在に至った。したがっ
て平和について考察する際にヨーロッパの取り組みに目を向けることが重要である。
　そのヨーロッパは今年 2018 年をヨーロッパ文化遺産年と位置づけ、文化遺産をめぐる
様々なアクティビティを展開しようとしている。以下でヨーロッパ文化遺産年を迎えた
ヨーロッパの文化遺産をめぐる最新動向を紹介し、本稿の締めくくりとする。
　古代遺跡から現代建築、中世の城、民俗伝承、芸術に至るまで、ヨーロッパの文化遺産は、
ヨーロッパ市民共通の記憶とアイデンティティの中核となっている。さらに、文化遺産は
当該都市や地域で雇用と成長を生み出し、ヨーロッパがヨーロッパ以外の世界の国々と交
流する場ともなっている。 EU 域内の約 780 万人に相当する雇用は、ヨーロッパ文化遺産
に関連するものである（観光、通訳、セキュリティなど）。 EU の文化遺産部門では 30 万
以上の人びとが雇用されており、ヨーロッパ全体では 453 の世界遺産があるが、この数字
はユネスコの世界遺産リストのほぼ半分がヨーロッパに位置していることを示している。
　世界中で文化財が脅威にさらされ、紛争地域では世界遺産が意図的に破壊されているま
さにこのタイミングで、EU 委員会は 2018 年をヨーロッパの文化遺産の年に制定した 25。
　その後 2017 年 11 月 17 日にはイエテボリで教育と文化に関する会議が開かれ、ここでの
議論がヨーロッパ文化遺産年の様々なプロジェクトに反映されることとなった 26。
　そして 2017 年 12 月 7 日、ミラノのヨーロッパ文化フォーラムでは、2018 年のヨーロッ
パ文化遺産の年の祝賀会が行われた 27。
　ヨーロッパ文化遺産年は、ヨーロッパの豊かな文化遺産に注目し、文化遺産の社会的お
よび経済的重要性に対する認識を高めて共通のアイデンティティを醸成することが目標と
なっている。また、遺産の意味するところなどの解釈を含めて広く人々に伝えることを通
じて、ヨーロッパ市民を巻き込む形で EU が抱えている加盟国間での様々な争点を解決す
ることも目指している。ヨーロッパの未来を築く役割を果たすというのが EU の方針であ
り、ヨーロッパ文化遺産年に該当する本年はヨーロッパで遺産をめぐる様々なイベントも
予定されている。
　EU の教育・文化・青年・スポーツ担当委員であるティボール・ナヴラチチ（Tibor 
Navracsics）は、ヨーロッパ文化遺産年のはじまりにあたって、「文化遺産は、ヨーロッパ
の生活様式の中心にあり、私たちが誰であるかを定義し、所属意識を創造するものです。
文化遺産は文学、芸術、オブジェのみならず、私たちが学ぶ工芸品、我々が伝承すること、
私たちが食べる物、私たちが見る映画といったものによって形成されます。我々は次世代
のために私たちの文化遺産を保存し、宝物にする必要があります。今年のお祝いは人々、
特に若者たちがヨーロッパの豊かな文化多様性を発見し、文化遺産が私たちの生活のあら
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ゆる場面に存在していることを認識させる絶好の機会となるでしょう。こうして私たちは
過去を理解し、未来を築くことができるのです。」と述べた。この発言からは、EU がヨーロッ
パの多様な文化を若者世代が吸収し、持続可能な未来を切り開いていくような政策を展開
する意図を持っていることがうかがえる 28。
　最近発表された EU の世論調査（ユーロバロメーター）で発表されたデータによれば、ヨー
ロッパの人びとの 8 割は文化遺産が個人的に重要であるだけでなく、コミュニティ、地域、
国、そして EU 全体にとって重要だと認識している 29。また、ヨーロッパの 7 割以上の人々
は文化遺産が生活の質を向上させると考えており、9 割が文化遺産を学校で教えるべきだ
と考えていることが示されている。またヨーロッパの人びとの 3/4 は、主に加盟国と EU
が欧州の文化遺産を保護するために多くの資源を配分すべきだと考えていることも明らか
になった。
　このような世論の後押しもあり、「2018 ヨーロッパ文化遺産年」のために、EU は特別に
800 万ユーロの予算を割り当てている。そのうち 500 万ユーロは EU の文化産業振興策「ク
リエイティブ・ヨーロッパ」の公募を通して、国境を越えた最大 25 件のプロジェクトに資
金提供される。加えて、「結束基金（Cohesion Fund）」（2014 年～ 2020 年）から約 60 億ユー
ロが、さらに研究資金助成計画「ホライズン 2020」のワークプログラム（2018 年～ 2020 年）
から 1 億ユーロ相当の支援が文化遺産プロジェクトに充てられる。
　このように潤沢な資金も手伝って、ヨーロッパ文化遺産年を契機に EU・国家・地域・
地元のあらゆるレベルで文化遺産の経済的・社会的価値を見直し、文化を今後の暮らしや
政策に生かそうという動きが加速するかもしれない。
　特に EU はユネスコの世界遺産とは別に、2013 年より独自に「欧州遺産ラベル（European 
Heritage Label）」として 38 の文化遺産を指定している（2018 年 3 月現在）。今日に至る欧
州統合の理念と歴史を象徴する場所などを認定・登録し、保護することを目的に制度化さ
れたものである。
　古代アテネのアクロポリスとその周辺の遺跡群（ギリシャ）はもとより、中世欧州の重
要な資料を残すアラゴン連合王国時代の公文書保管所（スペイン）、1989 年 8 月 19 日に政
治集会が開かれ、ベルリンの壁崩壊からその後の冷戦終結の引き金となった「汎ヨーロッ
パ・ピクニック記念公園」（ハンガリー）などが指定されている。
　今後はヨーロッパ文化遺産年に関連するヨーロッパの諸活動のみならず、世界遺産以外
のヨーロッパの文化遺産をめぐる諸政策の展開にも注目しながら、平和学習に活用できる
アイデアやツールを発掘することも試みたい。
　最後に平和について学ぶという授業の現場での「気づき」をいくつか指摘して総括とし
たい。
　それは、前述のような広島の方々や教育現場の方々によるヒロシマをめぐる様々な取り
組みは日本全国に広まっているのであろうか？という疑問である。
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　現在首都圏の大学生を対象とした平和学・国際関係論・国際安全保障論といった戦争と
平和の問題を扱う講義を担当しているが、これらの授業の履修者は「戦争と平和の問題」
に関心を持っているので、講義初回で必ず「これまで戦争について実際に目にしたこと、
耳にしたこと、経験したことを教えてください。」と問いかけるようにしている。彼らから
返ってくるのはもっぱら「沖縄での戦争の爪痕の見学」経験であり、広島・長崎を訪れた
ことがあるのは履修者の 5％弱にとどまっているという現実がある。
　日本国内にある、ヒロシマという世界遺産を通しての教育でも広く普及していかない中、
諸外国の世界遺産を通じた日本での平和教育が実を結ぶのは簡単ではないであろう。それ
でも次世代に平和を引き継げるようにすることが教育現場の使命であり、その意味でヨー
ロッパにおける平和を維持し続けようという不戦共同体 EU の歩みを理解することは、日
本の将来を担う世代が平和について考える際に様々な材料を提供することになる。ヨー
ロッパの平和を目指した歴史、そしてヨーロッパに数多くある世界遺産・危機遺産にも着
目しながら、効果的な平和学習プランを構築するべく、引き続き努力したい。
1 　【国際連合教育科学文化機関憲章（ユネスコ憲章）】
　　　この憲章の当事国政府は、この国民に代わって次のとおり宣言する。
　　　戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中に平和のとりでを築かなければならない。
　　相互の風習と生活を知らないことは、人類の歴史を通じて世界の諸人民の間に疑惑と不信を起こした
　　共通の原因であり、この疑惑と不信の為に、諸人民の不一致があまりにもしばしば戦争となった。
　　　ここに終わりを告げた恐るべき大戦争は、人間の尊厳・平等・相互の尊重という民主主義の原理を
　　否認し、これらの原理の代りに、無知と偏見を通じて人種の不平等という教養を広めることによって
　　可能にされた戦争であった。
　　　文化の広い普及と正義・自由・平和のための人類の教育とは、人間の尊厳に欠くことのできないも
　　のであり、 かつ、すべての国民が相互の援助及び相互の関心の精神を持って、果たさなければならな
　　い神聖な義務である。
　　　政府の政治的及び経済的取り決めのみに基づく平和は、世界の諸人民の、一致した、しかも永続す
　　る誠実な支持を確保できる平和ではない。よって、平和が失われないためには、人類の知的及び精神
　　的連帯の上に築かれなければならない。
　　　これらの理由によって、この憲章の当事国は、すべての人に教育の十分で平和な機会が与えられ、
　　客観的真理が拘束を受けずに研究され、かつ、思想と知識が自由に交換されるべきことを信じて、そ
　　の国民の間における伝達の方法を用いることに一致し及び決意している。
　　　その結果、当事国は、世界の諸人民の教育、科学及び文化上の関係を通じて、国際連合の設立の目
　　的であり、かつ、その憲章が宣言している国際平和と人類の共通の福祉という目的を促進するために、
　　ここに国際連合教育科学文化機関を創設する。
2 　ユネスコ協同学校プロジェクトは 1953 年、ユネスコが推進する理念を学校現場で実践するため、加
　　盟国の国際理解教育の実験的な試みを比較研究し、その調整をはかる目的で発足した。就学前教育か
　　ら教員養成大学までの学校が参加し、地球規模の諸問題に若者が対処できるような新しい教育内容や
　　手法の開発・発展を目指した教育活動や、他の学校と生徒間・教師間で交流を図っている。
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